化学学習指導案
日　　　時　　平成○年○月○日（○）　第○校時

学　　　級　　○○○○高等学校　○年○組　○名

実　習　者　　○○○○
単　　　元　　物質の変化
使用教科書　　化学Ｉ　東京書籍

生　徒　観　　明るく元気な生徒が多いが，授業中は静かになってしまう。発言する生徒が偏ってしまうので，全員が積極的に参加できるように働きかけていきたい。

1． 単元目標

　物質の変化における様々な現象を通して，化学反応についての理解を深める。
2． 指導計画

１章　化学反応と熱（３時間）

　化学反応では，新しい物質が生成するとともに熱の出入りが起こる。この章では，化学反応熱の出入りは物質の持つエネルギーの差に関わっており，化学変化に伴い熱の吸収や放出が起きることを学ぶ。
２章　酸と塩基（５時間）

　身近に存在する酸や塩基に触れながら，酸と塩基の基本的な性質やそれらの反応について学ぶ。
３章　酸化還元反応（5時間）
　燃焼や金属の溶解などの多くの反応では，電子のやりとりが行われることで酸化還元反応が進む。この章では電子の授受や酸化数の変化で酸化還元反応を説明できることを学ぶ。
3． 本時の指導

(１)本時の目標

　化学反応と同時に熱の出入りが起きていることを学び，どのような時に発熱反応，吸熱反応が起きるかを理解する。さらに，熱の出入りを考慮した化学反応式である熱化学方程式を書けるようになる。
(２)評価

①関心・意欲・態度

　自分の意見を持ち，すすんで授業に参加しようとする。

②科学的な思考

　発熱や吸熱を，物質の持つエネルギーの放出や吸収に結びつけて考えることができる。
③観察・技能・表現

　反応物と生成物のエネルギーの大小を，図を使って表すことができる。また，熱化学方程式を正しく書くことができる。
④知識・理解

　熱化学方程式の右辺と左辺の関係や，発熱・吸熱はエネルギーの放出・吸収のどちらにあたるかを理解する。
(３)本時の展開
	本時案

	過程
	時間
	学習活動・内容
	教師の指導・支援
	注意点

	導入
	5分
	・前回までに物質量や化学反応式を学んだことを思い出させる。
・ホッカイロを空気に触れさせた場合と氷水に塩を入れたときにどんなことが起きるかを考える。
	・物質量とは何かを問う(単位なども)。

・生徒の解答を黒板に書いていく。

・今回から新しい章に入ることを促す。
	・ノートを見ながら確認させる。

· まずは自主的に答えてもらい、返事がないときはこちらが指名する。(解答した生徒をチェックしておく。)

・前を向いて説明を聞くよう指示する。

・生徒にノートをとらせている間に展開①の板書を行う。

	展開①
	15分
	≪反応熱≫
・化学変化による熱の出入りには吸熱と発熱があり，それはエネルギーの放出と吸収に関わることについて学習する。
・同じ物質でもその状態によって反応熱が変わることを理解する。
	・反応熱はkJで表し，エネルギーであることを説明する。

・発熱反応と吸熱反応の２つの例をあげ，エネルギーの放出と吸収を図に表す。
	・化学反応式を復習させながら，反応熱について触れる。
・kJとkJ/molの違いについて説明する。

	展開②
	10分
	≪熱化学方程式≫
・熱化学方程式の書き方を学習する。
・右辺と左辺のエネルギーの関係を理解する。
	・熱化学方程式の書き方のポイントをまとめる。
・右辺と左辺のエネルギーを図で表して，等しいことを説明する。
	・熱化学方程式は注目する物質の1molあたりの値なので，係数が分数になる物質もあることを補足する。

	展開③
	15分
	≪いろいろな反応熱≫

・反応熱は，反応の種類によって名称が異なることを学習する。
・問題を解く。
	・燃焼熱，中和熱，溶解熱，生成熱について触れる。

・教室内をまわりながらつまずいている子に声をかける。
・問題の解説をする。
	・少し時間をとって見回る。
・解けた生徒を指名して黒板に解答を書いてもらい，それにそって解説する。

	まとめ
	5分
	・本時のまとめを行う。

	・次時は「ヘスの法則」について学ぶことを言う。
	


